
宅
地
造
成
等
規
制
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
十
八
年
三
月
三
十
日

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会

政
府
は
、
全
国
に
約
千
箇
所
存
在
す
る
と
推
定
さ
れ
る
特
に
危
険
な
大
規
模
谷
埋
め
盛
土
を
今
後
十
年
間
で
半
減
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
と
し
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
本
法
の
運
用
に
遺
憾
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
宅
地
の
安
全
性
に
係
る
技
術
基
準
の
明
確
化
と
そ
の
信
頼
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
盛
土
の
変
動
予
測
調
査
が
適
切
に
行
わ
れ
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が

迅
速
に
作
成
・
公
表
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

二
、
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
に
際
し
、
盛
土
面
積
、
宅
地
形
状
等
の
観
点
を
踏
ま
え
た
災
害
発
生
の
蓋
然
性
及
び
公
的
関

与
の
必
要
性
に
係
る
基
準
が
明
確
に
さ
れ
る
と
と
も
に
、
具
体
の
指
定
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
対

応
と
な
る
よ
う
、
関
係
者
間
の
意
見
の
調
整
を
図
る
な
ど
、
そ
の
環
境
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
既
存
宅
地
造
成
地
の
耐
震
化
工
事
の
実
施
に
向
け
て
、
地
方
公
共
団
体
、
宅
地
所
有
者
等
の
間
で
合
意
形
成
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
よ
う
、
指
針
を
示
す
な
ど
必
要
な
指
導
・
助
言
を
行
う
こ
と
。

四
、
大
規
模
盛
土
造
成
地
に
お
け
る
滑
動
崩
落
防
止
施
設
の
設
計
・
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
技
術
面
等
の
必
要
な
支
援
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
後
の
維
持
・
管
理
が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


